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妊婦における『母乳とダイオキシン』に関する意識調査
9階東　○與儀律子・小田嶋・松崎（京）・三浦・水池・飯島（さ）・成田
1　はじめに
　近年、環境問題としてマスコミなどがダイオキシン
について大きく取り上げている。厚生省は、母乳中に
含まれる脂肪lg当たりのダイオキシンは平均22．2pg
であり、1日平均耐容摂取量の15～26倍に相当すると
報告した。しかし同時に、母乳の摂取期間は短く、栄
養や免疫などの有用性を考えると、母乳による育児は
推進すべぎ）ともしている。
　これらのr母乳とダイオキシン』に関する多くの情
報が母乳哺育への意識に影響を与えていると推測され
る。しかしr母乳とダイオキシン』に関する妊産婦を
対象とした意識調査はあまり行われておらず、その現
状は把握できていない。そこでr母乳とダイオキシン』
についての関心度や知識、母乳哺育への意欲を調査し
ケアや指導に生かしていく必要があると考えた。調査
結果を以下に報告する。
表1；妊婦の背景
II研究方法
1．期間　平成11年9月20日～10月8日
2．対象　当院の産婦人科外来に受診中の妊娠22週以
　　　　　降の妊婦120名
3．調査方法　無記名質問紙調査
4．調査内容
　（1）基礎データ：年齢、職業、最終学歴、居住地、分
　　娩歴、妊娠週数
　（2）ダイオキシンに関するデータ：関心の有無とその
　　内容、知識の有無、情報源と情報に対する充足度、
　　母乳哺育への希望とその理由
皿　用語の定義
　母乳哺育：授乳期における児への栄養法として母乳　　o
栄養を用いることで、母乳分泌不足時に人工栄養を併
用することも含む
IV　結果
（1）調査した妊婦の背景　　（表1）
（2）母乳中のダイオキシンに関する意識
　関心（図1）は、　「ある」56％、　「少しある」41％
と、「ある」「少しある」を合わせ9割以上が関心を
持っていた。その内容（図2）としては、　「子供の体
年　　齢 20歳未満；1％　　20～24歳；3％
Q5～29歳；32％　　30～34歳；44％
R5～39歳；19％　　40～44歳；1％
職　　業 ある；31％　　　　なし；69％
最終学歴 中卒；0％　高卒；12％　短大卒；31％
蜻ｲ；26％　艀院卒；5％　朝高卒；26％
居住地 中野区；15％　　　杉並区；15％
a谷区；9％　　　練馬区；8％
V宿区；9％　　　世田谷区；3％
ﾂ橋区；3％　　　都内その他；25％
驪ﾊ県；4％　　　神奈川県；4％
逞t県；3％　　　都計その他；2％
分娩歴 初産；67％　　　経産；33％
妊娠週数 22、23週；7％　　24～27週；26％
Q8～31週；17％　　32～35週；28％
R6～39週；20％　　40、41週；2％
　　　　　　　　　　　　　　　　　□少しある
　　　　　　　　　　　　　　　　　詮ない
　20　40　60　80　100％
図1；母乳中のダイオキシンへの関心度
への影響」が最も高く、優先順位1番の中では66％、
2番では24％を占めていた。ついで関心の高かったも
のは、　「母乳中のダイオキシンの濃度」であり、優先
順位1番の中では21％、2番では47％を占めていた。
また、優先順位を問わず、前述の2項目以外に関心の
高かったものは、　「食べ物による影響」　「居住地のダ
イオキシン濃度」であった。
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住居地区のダイオキシン濃度
食べ物による影響
　　　　授乳量
　　　授乳期間
子供の体への影響
母乳中のダイオキシン濃度
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図2；関心のあるもの
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図3；母乳とダ材キシンの関係について
　　　知っているか
O　20　40
図4；情報源
60
iiii；知っている
□聞いたこと
がある
笏知らない
80
　　　　　　　iiiii新聞　　lllllマタニティ雑誌
　　　　　　　［］テレビ≡友人、知人、家族
60　　　　80　　　100％勿週刊誌　■■医療者
　　　　　　　　　　§その他
100 120
　r母乳とダイオキシン』との関係
（図3）については、「聞いたこと
がある」65％、　「知っている」23％
であり、　「聞いたことがある」「知っ
ている」を合わせ、約9割がその関
係について一度は耳にしていたが、
12％が知らなかった。
　情報源（図4）は、　「テレビ」が
48％と約半数を占め、「新聞」が29
％と約3割を占めていた。また、情
O　20　40　60　80
図5；情報量は充分か
　　口適当
100％i髪少ない
O　20　40　60　80　100％
図6；情報の内容に満足しているか
…・、’梠ｫ
□不満
O　20　40　60　80
図7；情報がもっと欲しいか
報の充足度（図5・6・7）に関しては、97％が情報
が「少ない」と感じており、97％が情報の内容に「不
満」を感じていて、94％がもっと情報が「欲しい」と
感じていた。ダイオキシンに関する知識（図8）につ
いては、母乳または人工栄養で育てた場合の子供の
血液中のダイオキシン濃度は、　「母乳の方が高い」が
73％、「両者変化なし」が25％であった。また、母乳哺
育への希望を重ねる（図9・10）と、　「母乳の方が高
い」とした人の中で「母乳をあげたい」が91％、　「迷
っている」が9％、　「あげたくない」はいなかった。
そして、「両者に変化がなし」とした人の中で「母乳
をあげたい」が97％、「迷っている」が3％、　「あげ
たくない」はいなかった。
O　20　40　60　80　100％
図9；母乳中のダイオキシン濃度
　　　の方が高いと回答した人の
　　　母乳哺育への希望
O　20　40　60　80　100％
図10；両者変化なしと回答した人
　　　の母乳哺育への希望
…iiiiあげたい
□迷っている
：iiiiあげたい
□迷っている
．．Pはい
□このままで良い
100％勿いいえ
　　　　　　　　　　　　　　　　、……i；母乳をあげた子
　　　　　　　　　　　　　　　　　のほうが高い
0　　20　　40　　60　　80　100％ロミルクをあげた
図8；母乳またはミルクで育てた　　子のほうが高い
　　　場合の子供の血液中のダイ　勿両者変化なし
　　　オキシン濃度に関する回答
O　20　40　60　80　100％
図11；母乳哺育について
　a
Db
笏c
a母乳にはダイオキシンが含まれているが、母乳にはたくさん利点があるため、母＃をあげたる方が良い。
b母乳にはダイオキシンが含まれており、有害であるため、母乳を中止する方が良い。
cミルクにもダイオキシンが含まれているが、母乳の利点を考えると母乳をあげるほうが良い。
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　また、母乳哺育について（図11）は、　「母乳にはダ
イオキシンが含まれているが、母乳にはたくさん利点
があるため、母乳をあげる方が良い」が85％、「ミル
クにもダイオキシンが含まれているが、母乳の利点を
考えると母乳をあげる方が良い」が13％で、両者を合
わせ母乳をあげる方が良いと回答した人が98％であっ
た。しかし、　「母乳にはダイオキシンが含まれており
有害であるため母乳を中止する方が良い」と考えてい
る人も2％いた。母乳哺育の希望理由（表2）、　r母乳
とダイオキシン』についての意見（表3）、医療者
への要望（表4）は、自由記述での回答とした。その
結果、　「ダイオキシンより母乳の利点が大切」　「母乳
中のダイオキシン濃度を調べてほしい」という意見が
多く得られた。
表2
〈母乳をあげたい理由〉 （辮は人数）
ダイオキシンより母乳の利点が大切
スキンシップがとれる
母乳が子育ての自然体である
子供に有害なものはダイオキシンのみではないのでこだわっても意味がない
食品にダイオキシンが含まれているから母乳をあ
げなくても子供はいずれダイオキシンを口にする
72
5
4
1
1
〈母乳をあげることに迷っている理由〉 （辮は人数）
自分のダイオキシンが大丈夫であればあげたい
適切な指導や答えが出ていない
ダイオキシンについて知らないうちはきめられない
2
2
1
IV考察
　今回の調査で、まず明らかになったことは、年齢、
分娩歴、妊娠週数に関係なく、妊婦の大部分がr母乳
とダイオキシン』の関係について関心を持っていると
いうことである。関心のある内容として、　「子供の体
への影響」が最も多かった。それは、現在、子供への
影響としてアトピーなどのアレルギー疾患、甲状腺な
どの内分泌系の異常が取り上げられているためだと思
われる。次に関心が高いのは、　「母乳中のダイオキシ
ン濃度」についてである。表2の「母乳中のダイオキ
シン濃度を調べてほしい」「自分のダイオキシンが
大丈夫であればあげたい」という意見から反映されて
いる通り、母乳中のダイオキシン濃度に関して不安を
持っていることが推測できる。
　また、r母乳とダイオキシン』について何らかの情
報を持っている妊婦が多かったことも分かった。その
情報源は主に「テレビ」であった。テレビは、大抵ど
この家庭にもあるたあ、簡単に情報を得ることができ
る。しかし、テレビによる情報は、偏った情報やある
一部分が誇張された情報、断片的な情報である。また、
時間的に制限がある場合にも短時間で理解できるよう、
よりインパクトが与えられるような報道のされ方とな
っている。そのため、ダイオキシンについての不確か
な情報を取り込みやすい環境にあるのではないだろう
か。このような状況が、妊婦に不安を与えている大き
な原因の一つになっていると考えられる。
　しかし、妊婦は母乳をあげることに不安を感じなが
らも大部分は母乳をあげたいと考えている。昔から母
乳哺育が行われていることや母乳のメリットが長期に
わたり言われたことなどから、それが自然体であり、
表3
〈r母乳とダイオキシン』についての意見〉（辮は人数）
母乳中のダイオキシンを調べてほしい 8
神経質になり過ぎるのも考えものだ 4
関心はあるが、そんな1こ騒ぐほどのことでもない 3
事実をすべて教えてほしい 3
マスコミなど、不安感を増すような報道は避けてほしい 2
情報が少ないことで、不安なために母乳を与えないお母さんたちが増えている 1
厚生省が輸入品を含め、市販されている食品の安全を厳しくし、丁丁な情報を流すべき 1
母乳中にダイオキシンがあるとしたら、母体がダイオキシンに侵されているから胎児は
ｶまれながらに汚されてしまっている。体内のダイオキシンをなくす方法を教えて欲しい
1
表4
〈医療従事者への要望〉 （辮は緻）
事実を全て教えてほしい 4
早く正確な答えがほしい 3
対処方法を教えてほしい 2
正確な知識を病院な　ど身近なと　こ　ろで教えてほ　しい 2
母親学級などでも新しい情報を教えてもらえたら安心感が持てると思う 1
十分な情報があるのなら持って帰れるような形にして外来で配布してほしい 1
本来の姿であると思っているからであろう。
　一部のマスコミが「ダイオキシンに汚された母乳」
などというセンセーショナルな情報を伝え混乱させて
いる。母乳栄養で育った子と人工栄養で育った子の血
液中のダイオキシン濃度に意味ある差がなかったこと
や母乳の利点を考えると、一部のマスコミおよび研究
者の「母乳は危険」という情報をうのみにすべきでは
ないであろう。私達は、妊産婦がこれらのことに関し
て、冷静に判断することができるような環境作りが
必要であると考える。そのためには、環境庁や厚生省
など公の機関が公表している情報を市区町村といった
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た地域レベルで正確に、より広く伝えていく必要があ
る。そして、医療機関も地域との連携を強化し、その
一端を担い保健指導や乳房ケアの中で示していくべき
であると考える。
　医療従事者への要望の中で、「病院で1青報がほしい」
という意見があることが分かった。このため早急に、
母親学級やマタニティ相談室、外来、授乳室等でのポ
スター、リーフレットによる情報提供が必要であると
考える。
V　おわりに
　今回の調査で妊婦の大部分に母乳哺育をしていく意
思はあるが、不安や葛藤もあることが明らかとなった。
この気持ちをくみ取り、母乳哺育が円滑に行われるよ
うに援助していくことが必要である。私たち助産婦は
リプロダクティブ・ヘルスの視点に立ち、人々が妊娠、
出産を契機に環境問題を含め、自らの生活を見直し、
次世代へ繋げていけるように指導をしていくことも重
要である。
　また、現時点で、ダイオキシンに関してはまだ未解
明な部分が多く、今後さらに研究が進あられていくと
考えられる。それに伴い、母乳哺育への不安や葛藤が
増強する可能性があるため、今後さらに医療従事者を
中心により具体的な助言やサポートが必要となると考
える。
　今回の研究では妊娠週数、分娩歴などにおいて意識
の差が生じると推測していたが、そのような結果は得
られなかった。今後は褥婦の調査も行い、分娩前後の
意識の違いについて検討していきたい。
　最後に、この調査にご協力頂いた妊婦の方々に深く
感謝いたします。
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